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実践紹介

１）地域内の加盟校でネットワークを組んだ活動の支
援：岡山県ユネスコスクール高校ネットワーク

２）学校間（国際）交流：福山市立駅家西小学校とイン
ドネシア・スクマ学校とのオンライン学習交流
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事例１ 仕組み
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岡山県ユネスコスクール高校ネットワーク

• 2014年ESD世界会議「Student（高校生）フォーラム」
（岡山市で開催）への参画を契機に結成

• 2023年現在10の加盟校＋１（チャレンジ校）

• 「事前学習会」「実践交流会」＋α

• 幹事校は加盟順に毎年交替

• OBOG学生スタッフ

• 岡山市SDGs・ESD推進課

のバックアップ

• 校長会で公認
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美作高校（私立）
地域コミュニティ開発
• 寺子屋運動
• SDGs学習

岡山県立林野高校
• My Dream Project（探究）
• みまさか学（地元学）
• 台湾の高校との交流

岡山県立和気閑谷高校
• 閑谷学
• パラスポーツ
• 閑谷学校ガイドボラ

ンティア

岡山県立一宮高校
• フェアトレード
• 探究活動
• ユネスコ部・ユネス

コ委員

岡山県立矢掛高校
• やかげ学
• ESD タイム（探究）
• YKG 60 中高生連合

岡山龍谷高校（私立）
• 龍谷in Global Scale
• 龍谷リベラルアーツ
• 龍谷ミュージアム

おかやま山陽高校（私立）
• 服のチカラプロジェクト
• アフリカ支援
• まこもだけ（特産品）開発

岡山学芸館高校（私立）
• 福祉ゼミ
• 国際理解学習
• 地元地域の施設での活動

岡山市立後楽館高校
• 国際交流
• まちなかのふるさと教育
• らっかん食堂・西川水族館

●

ND清心女子高校
• 環境学習
• 人権とジェンダー
• 国際理解

様々なESD活動テーマ
（社会的状況・課題により変化）

ネットワーク創始メンバーの高木潤先生（元矢掛高等学校・
現倉敷中央高校）にご提供頂いた資料に加筆修正



～2019年 ブルガリアASPnet校との交流

• オリンピック・ホストタウン事業でブルガリア交流

• 1年おきに現地を訪問（教員と生徒たち）

岡山市公式YouTUBEチャンネルにて2019年の実践交流会
（幹事校：岡山県立矢掛高等学校）の様子が紹介されてい
ます。

☟

https://youtu.be/o2mBiPig95Y?si=aikMBkuR1XzOXF71
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https://youtu.be/o2mBiPig95Y?si=aikMBkuR1XzOXF71


2021年 SDGsカレンダー共同制作
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2022年 事前学習会「本当のエコとは？」
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詳細：https://edu.okayama-u.ac.jp/esd-topics/topics00008/

https://edu.okayama-u.ac.jp/esd-topics/topics00008/


2022年 実践交流会 エコプロダクツづくり
ワークショップ

• 事前学習会で真にエコであることの難しさと面白さを
学ぶ（大学生によるシステム思考ワークショップ）

• 各学校で特色あるエコ・プロダクツの制作に取り組み、
それぞれのブースを設置し、集まった生徒たちが他校
の生徒たちから作り方や工夫、課題について学ぶ

• マレーシア国際イスラミック大学においてSDGsにつ
いて学ぶ学生たちも参画：各学校の作品についてオン
ラインでコメント

• 幹事校の生徒がオンライン中継・通訳したり、学生ス
タッフがそれをサポートするなど、可能な限り自力で
運営
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詳細：https://edu.okayama-u.ac.jp/esd-topics/topics00007/

https://edu.okayama-u.ac.jp/esd-topics/topics00007/
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幹事校の高校生による企画 大学生スタッフたち

各学校のESD実践紹介 ガーナ留学生



Eco Products ワークショップ 例
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左：米袋のエコバック（岡山県立林野高校） 右：県産材活用事業で余った“かん
なくず”を再利用したインテリアフラワーづくり（岡山県立矢掛高校）



2023年 事前学習会 「防災」
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左：幹事校生徒による防災学習のイントロ「なぜ、いま、防災なのか」
右：元ネットワーク教員の震災の被災経験。学生スタッフがMCとなり、参加した
高校生がチームで考えた質問を、選んで届ける。TV番組のお便りコーナーを模す。



2023年 事前学習会
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左：初対面の高校生たち。すぐ打ち解けて一生懸命良い質問を考える。
右：異なる大学・学部から集い、後輩たちをサポートする学生スタッフたち。し
なやかに場を仕切る先輩の姿にあこがれを持つ高校生たちも多い。



2023 実践交流会

• 「防災」をテーマに実践交流会で学び、深めたことか
ら、各学校でのESDの取り組みに防災の視点を掛け合
わせた活動を実施

• 午前：各学校のESD活動や防災について探究した内容
を発表（ポスターセッション形式）

• 午後：ワークショップで防災グッズの作成や、HUG
（避難所運営）ゲーム、防災食のレシピ考案など

• マレーシア国際イスラミック大学の教員3名が参加

• 事前学習会の講師の先生、卒業して教師となった元学
生スタッフ、市役所スタッフも参加
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2023 実践交流会
「防災×ESD×ユネスコスクール」
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マレーシア
国際イスラミック大学
のIrina Zen先生ほか2名

の先生も参加



2023 実践交流会
OBOG学生スタッフによるファシリテート
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防災ワークショップ例 1.非常食レシピづくり
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防災ワークショップ例 2.お菓子の防災バッグ
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防災ワークショップ例 3. 防災学習ブレスレット
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防災ワークショップ例 4.SDGs「防災」カードゲーム
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防災ワークショップ例 5.マイタイムラインづくり
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防災ワークショップ例 6.ビニール袋でレイン
ポンチョづくり

2222



オンラインツール(Google, LINE）を活用
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2023年12月 オンライン学習会
林野高校とマレーシア国立バトゥムダ高校
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• 国際イスラミック大学マレーシア
の学生が支援する国立バトゥムダ
高校の生徒（8月に訪問し、教員
が実践発表）

• ユネスコスクール加盟希望

• 林野高校生徒による実践交流会を
通じた防災学習と、探究学習
「My Dream Project」の紹介

• 岡山後楽館高校、ノートルダム清
心女子高校、朝日塾中等教育学校
も視聴し、林野チームを応援



2023年12月 オンライン学習会
林野高校とマレーシア国立バトゥムダ高校
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• バトゥムダ高校の生徒は、ユ
ネスコの柱である平和学習、
異文化理解、非暴力について
の学びを発表

• 林野高生にとっては学んだこ
とを英語で総括する難しさが
あったが、達成感も得られ、
学習意欲が向上した様子

• 「探究」の捉え方にかなり差
異があること

林野高校ブログ https://x.gd/bpopG

https://x.gd/bpopG


長期的な視点：ESDの実践者の育成
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学校
•授業

•仲間の先生
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たち
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実践事例２ 学校間交流

• 福山市立駅家西小学校×インドネシア・Sukuma学校
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2022年3月 6年生どうしの探究学習の交流
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• アチェ州Sukuma Bangsa School
（https://sukmabangsa.sch.id/）の3つの小学校の発
表＆駅家西小6年の作成した福山市と地元地域の魅
力や特産品に関する探究学習発表

• オンラインでつなぐ時間：1時間程度

• 事前にファイルをGoogle Driveなどを活用して送付。
質問も交換しておく。

• 当日は質問に対する「答え」を中心に

• 追加の意見やコメントも

• Sukuma学校と共同研究を行うフィンランド・タン
ペレ大学研究者のSatia Zen先生（元Sukuma学校の
教師）の仲介とコーディネート

https://sukmabangsa.sch.id/


室町文化について学んだことの披露
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2023年2月 6年生どうしの交流
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2023年2月 6年生どうしの交流
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2023年3月 交流後のThank you letter
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2023年3月 インドネシアからのメッセージ
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2023年7月 6年生の外国語活動の発表

• 6年生が外国語活動で学んだ日本の伝統的な行事を1月
から12月にまとめ、発表。

• 春夏・秋冬の2グループ。

• 予め発表のスライドを送付して頂き、内容を確認して
おく。

• スクマ学校の児童生徒たちが質問し、通訳を介して駅
家西小学校の子どもたちが回答する形式。

• 聞き取りにくいことや、詳細な話が出た際には、
チャット欄などを活用して通訳。（リモート参加）
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全学年の交流会へ (2024年 1月25日）

• 全学年がそれぞれ学んだこと、インドネシアの子ども
たちに伝えたいことをまとめて発表予定

1年 日本の伝統的な遊びについて

2年 おもちゃの作り方

3年 日本の福祉

4年 日本の伝統工芸・建築物・祭り・食べ物など

5年 米作り

6年 駅家西小学校での学びについて
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山陽新聞による取材：https://www.sanyonews.jp/article/1508227

https://www.sanyonews.jp/article/1508227


課題と展望

• 教員どうしの十分な打ち合わせが鍵

• オンラインの場合はICT技術も必要

• 英語学習の動機づけと「支援」のバランス

• コーディネーター的存在の業務の位置づけ

• 学校「こんなことを頼んで良いのだろうか？」

→UnivNet「私たちにとっても学びの機会」

• 学生を巻き込む

• 外部や地域にも公開したい

• 地元地域のサポーター(ICTや英語）を獲得し持続性を
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